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自己紹介

◆ 鈴置 怜子

情報システム部情報基盤課学術情報チーム デジタル・ライブラリ担当

担当業務：デジタルアーカイブ・機関リポジトリ

◆ 福嶋 彩乃

経済学図書館 図書運用担当

担当業務：サービス業務（カウンター・レファレンス・学外者対応等）

• 東京大学の図書系職員

• 若手図書館員DH勉強会（業務外の自主勉強会）メンバー

https://dhlibrarianstudygroup.github.io/website/docs/about/

＊DH : Digital Humanities 
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1. TEIとは何か



1

TEIとは？

TEI : Text Encoding Initiative

• TEIガイドライン : 

人文学のための、電子テキスト構造化の

国際的なガイドライン

• 標準規格ではなく、ガイドラインの提示

• ソフトウェアに依存しないフォーマットを志向
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XMLの基礎知識

• タグを追記して意味を付与する

page beginning : ページの開始位置であることを示す

<title>平家巻第十一</title>

開始タグ 終了タグ

title : 「平家巻第十一」がタイトルであることを示す

◆ 囲まれたテキストに意味を付与するタグ

<pb/>

空白タグ

◆ 挿入した位置に意味を付与するタグ
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XMLの基礎知識

• タグに補足情報を追記することができる

<persName corresp="#那須与一">与市</persName>

element（要素）

attribute（属性）
personal name : 人物名であることを示す
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TEI/XML TEIガイドラインに準拠したXML文書

<?xml version=“1.0” encoding=“UTF-8”?>
<TEI xmlns=“http://www.tei-c.org/ns/1.0”>

<teiHeader>
メタデータ

</teiHeader>
<text>

コンテンツ
</text>

</TEI>

TEIの名前空間*

TEIヘッダー

TEIエレメント

XML宣言

＊名前空間 = 他の用途のタグと名前が衝突しないようにするもの

8



TEI/XML TEIガイドラインに準拠したXML文書

• スキーマ = 必須のエレメント（要素）などを決めたタグのルール

• スキーマファイルを使って、XML文書の妥当性をチェックする

• スキーマファイルの形式：

・DTD（拡張子 .dtd）

・XML Schema（拡張子 .xsd）

・RELAX NG（拡張子 .rng .rnc）
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1. The TEI Infrastructure

2. The TEI Header

3. Elements Available in All TEI Documents

4. Default Text Structure

5. Characters, Glyphs, and Writing Modes

6. Verse

7. Performance Texts

8. Transcriptions of Speech

9. Computer-mediated Communication

10. Dictionaries

11. Manuscript Description

12. Representation of Primary Sources

13. Critical Apparatus

14. Names, Dates, People, and Places

15. Tables, Formulæ, Graphics and Notated Music

16. Language Corpora

17. Linking, Segmentation, and Alignment

18. Simple Analytic Mechanisms

19. Feature Structures

20. Graphs, Networks, and Trees

21. Non-hierarchical Structures

22. Certainty, Precision, and Responsibility

23. Documentation Elements

24. Using the TEI

P5 Version 4.8.0 https://tei-c.org/release/doc/tei-p5-doc/en/html/

TEIガイドライン Guidelines for Electronic Text Encoding and Interchange
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TEIガイドライン 日本語の情報源

◆ TEIガイドライン 日本語訳

https://www.dh.ku-orcas.kansai-u.ac.jp/?cat=9

P5ガイドライン全24章のうち、 第1章「TEIインフラストラクチャ」・第2章「TEIヘッダー」・

第4章「デフォルトのテキスト構造」の日本語訳（2025年1月現在）

◆ 日本語向けTEIガイドライン ver. 0.2

https://github.com/TEI-EAJ/jp_guidelines/wiki

主に日本語の資料をデジタル化するための解説

用途に応じたマークアップ方法やタグの選び方、ツールの紹介

◆ 日本古典籍TEI本文データ作成要領

https://github.com/TEI-EAJ/jpn_classical/blob/master/jpn_classical_guideline.md
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2. テキストデータ構造化の利点



TEIによるテキストデータ構造化の利点

• TEI/XMLの可視化・分析のために開発されたツールを使用できる

ビューワ・パラレルコーパス

• 画像データとの連携

IIIFマニフェストで対応する画像を記述

• 新たな研究方法の可能性

検索可能性・機械可読性の向上→定量的分析・自然言語処理・大規模言語モデル…

• 情報の保存

注釈的な情報や解釈を記述できる

メタデータとコンテンツをセットにして保存可能

多様な資料のマークアップ事例やTEI/XMLの利活用事例を生み出すことで、

TEIのエコシステムを豊かにすることができる

＊
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3. TEI/XML活用事例



FIHRIST TEI活用事例① : メタデータのマークアップ

• イギリスの大学図書館所蔵イスラーム関連写本のオンライン目録

• 複数の大学が共通のスキームによって目録を作成している

• 書誌情報をTEI/XMLで記述

• 所蔵館、言語、主題、タイトル、作者などで絞り込んでの検索が可能

• TEI/XMLファイルはGitHubにてダウンロード可能
https://github.com/fihristorg/fihrist-mss

https://www.fihrist.org.ukFIHRIST
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FIHRIST TEI活用事例① : メタデータのマークアップ

メタデータがTEI/XMLで書かれていると何が嬉しい？

• 古典籍の書誌情報（料紙、蔵書印、書き入れ、来歴情報などなど）が抽出しやすい

（OPAC では備考・注記欄に雑多に記録されることが多い）

• Pythonなどを使って機械的に処理・分析ができる

• Huw, J., and Yasmin, F. (2024) “Manuscript Catalogues as Data for Research: 

From Provenance to Data Decolonisation”, Digital Humanities Quarterly, 18(3). 
https://www.digitalhumanities.org/dhq/vol/18/3/000751/000751.html

• データ変更の履歴、データ作成者を記録できる ＝ データの信頼性を担保できる
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Cambridge Digital Library TEI活用事例② : 書誌・本文のマークアップ

• ケンブリッジ大学図書館のデジタルライブラリー

https://cudl.lib.cam.ac.uk/

• TEI/XMLで記述されたメタデータや本文データを提供

（メタデータ・本文データは1つのTEI/XMLファイルにまとめて提供される）

・メタデータ：CC BY-NC 3.0

・本文データ：CC BY-NC-ND 3.0

• マークアップされたデータをビューワで可視化

• IIIF画像との連携

• データはライブラリアンが作成

Cambridge Digital Library
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11

TEI/XML

手稿画像（IIIF）

https://cudl.lib.cam.ac.uk/view/MS-ADD-03965/1 20
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TEI古典籍ビューワ TEI活用事例③ : 異同のマークアップ

TEI古典籍ビューワ 校異源氏物語冒頭部分
https://candra.dhii.jp/nagasaki/tei/tei_viewer/?file=tales_of_genji_01_01.xml

• 同じタイトルの作品でも、本によって文章が異なることがある（異同がある）

• 従来は複数の文章を並記、あるいは脚注・傍注などで異同を記述してきた

TEI/XMLで記述すると…

• 異同の情報が本単位や文章単位で取り出しやすくなる

• ビューワで表示することで、視認性が向上する
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1

異同の情報

諸本のリスト
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デジタル源氏物語 TEI活用事例④ : 対応箇所の記述

https://genji.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/

• 『源氏物語』本文研究プラットフォーム

• 裏源氏勉強会（東京大学附属図書館職員有志・教員によるデジタルアーカイブ活用に

関する勉強会）によるテキストデータ構築・Webサイト公開

• 「画像とテキストを一緒にみる」では、各機関で公開されている複数の諸本画像と

『校異源氏物語』・現代語訳（与謝野晶子訳）のテキストを並べて閲覧できる

• ビューワ上で『校異源氏物語』のテキストを選択すると、与謝野晶子訳のテキストに

おける対応箇所がハイライトされる

デジタル源氏物語
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1

校
異
源
氏
物
語

<anchor/>タグを用いて一文単位でのIDを挿入し、対応箇所を関連付けることでハイライト機能を実現

現
代
語
訳
（
与
謝
野
晶
子
訳
）

デジタル源氏物語「画像とテキストを一緒にみる」 https://genji.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/main
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デジタル源氏物語 TEI活用事例④ : 対応箇所の記述

中村覚、田村隆、永崎研宣「源氏物語本文研究支援システム「デジタル源氏物語」の開発におけるIIIF・TEIの活用」
『研究報告人文科学とコンピュータ』124巻（情報処理学会、2020年9月）http://id.nii.ac.jp/1001/00206588/ より引用

• テキストデータ構築作業

校異源氏物語テキストデータ

の対応箇所にIDを挿入

TEI/XMLに変換

青空文庫で公開されている

与謝野晶子訳のHTMLから

TEI/XMLを作成、文単位で

IDを付与
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The Folger Shakespeare TEI活用事例⑤ : 作品の分析

https://www.folger.edu/

• フォルジャーシェイクスピア図書館による、シェイクスピア作品のTEI/XML公開

• TEIマークアップによって発話の有無や生死を記述

→各場面における登場人物の状態を抽出・可視化することができる

• テキストデータの提供に加え、可視化の事例を公開している

The Folger Shakespeare
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https://www.folgerdigitaltexts.org/
Ham/charChart
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東京大学のTEI/XML公開事例

東京大学法学部研究室図書室法制史資料室所蔵『甲州法度之次第』https://utda.github.io/tei-viewer/?v=true&u=https%3A//archdataset.dl.itc.u-
tokyo.ac.jp/collections/law/text/102a847a-ea96-464a-84ba-cb714696bfbd/102a847a-ea96-464a-84ba-cb714696bfbd.xml

東京大学デジタルアーカイブズ構築事業

一部資料のTEI/XMLをGitHubで公開、東京大学デジタルアーカイブポータルからTEIビューワにリンク
https://da.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/portal/assets/102a847a-ea96-464a-84ba-cb714696bfbd
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東京大学のTEI/XML公開事例

ゲーテ自署付書簡テキストデータ https://utda.github.io/goethe/
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その他の事例

◆ 蒋洲咨文

https://www.hi.u-tokyo.ac.jp/collection/digitalgallery/wakozukan/tei/

・東大史料編纂所蔵の『蒋洲咨文』の画像、釈文、読み下し、大意のテキスト、地図、人物・地名のリストを並行して

閲覧できる

・右上の「ダウンロード」からTEI/XMLファイルを確認できる

◆ 策彦周良文集

https://www.hi.u-tokyo.ac.jp/collection/digitalgallery/sakugenbunshu/

・東大史料編纂所蔵の『策彦周良文集』の画像、翻刻文

・ビューワ上の固有名詞や返り点などの表示／非表示を選択できる

◆ SAT大蔵経2018

https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT2018/master30.php

◆ 十番虫合絵巻ビューワ：https://juban-mushi-awase.dhii.jp/tei_viewer/

◆ 廣瀬本万葉集TEI/XMLデータ分析入門：https://dhportal.ac.jp/?p=1533

・Pythonを用いて万葉集のTEI/XMLデータ解析が実践できる（Google Colab上で実行）
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その他の事例

◆ 渋沢栄一ダイアリー：https://shibusawa-dlab.github.io/app1/

・『渋沢栄一伝記資料』に出てくる人物名や地名、日時などを可視化

◆ 論語と算盤オンライン：https://eiichi.shibusawa.or.jp/features/rongotosoroban/index.html

・渋沢栄一『論語と算盤』の全文をテキスト／画像で閲覧できる

・TEI/XMLファイルは近日公開予定

◆ British National Corpus：http://www.natcorp.ox.ac.uk/

・品詞情報を付与したイギリス英語のコーパス

◆ Transcribe Bentham：https://blogs.ucl.ac.uk/transcribe-bentham/

・ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン（UCL）が所蔵するJeremy Benthamの遺稿をTEIに準拠する形で翻刻

・翻刻はボランティアによって行われる

・このテキストを基にした全集が刊行中

◆ Digital Library for Dutch Literature (DBNL)：https://www.kb.nl/en/research-find/datasets/dbnl-dataset

・オランダの文学、言語学、文化史のテキスト

・テキストは著者、タイトル、地名等の関連情報への参照を含むTEI/XML形式
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図書館とTEI

• メタデータの記述と流通

本文情報と書誌情報をひとつのXMLファイルとして流通させることが可能

• 公開データの利活用促進

構造化によって機械可読性の高いデータを提供できる

• デジタルアーカイブ

IIIFマニフェストをTEI/XMLに埋め込むなど、 IIIF画像との親和性が高い

• 学問分野を超えた教育の場

欧米圏では、ライブラリアンがDigital Humanitiesの教育を担当している事例がある

• 情報基盤の提供

研究者個人では維持・管理が難しいデータ公開基盤

• 研究データ管理

オープンサイエンスの推進と大学図書館
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4. TEIマークアップの進め方



■ エディタを使ってタグ付け

TEIマークアップ作業の進め方

• Oxygen XML Editor

有料。TEIのスキーマが組み込まれており、編集中のXML文書がスキーマに沿っているか検証できる。

• Visual Studio Code
無料。XML編集に特化したエディタではないが、拡張機能で入力をサポートできる。

■ タグを意識しない形で作業→XMLに変換

• プログラム処理
タグへの変換やXML文書への変換を一括処理する。

タグ付けの対象とする情報や作業者の環境次第で、様々な進め方が考えられる。＊
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Best Practices for TEI in Libraries

• TEI協会の図書館分科会によるルール（分科会は現在休会中）

• タグ付けのレベルを Level 1 - Level 5 の5段階に整理

• MARCとTEIヘッダーの対応表、それぞれのレベルで求められるタグの具体例も提示

◼ Level 1：OCRによるテキスト生成と自動化できる範囲でのタグ付け

・TEIヘッダー（メタデータ）がテキストファイルに添付されることが主な利点

・レベル2以上のタグ付けの基礎となる

・電子テキストのみで提供することは意図されていない（ページ画像とともに提供される）

◼ Level 2：最小限のテキストの構造をタグ付け

・検索を向上させるための簡単な階層構造を特定するためのタグ付け（テキストの区切りや見出し等）

・OCRの読み取り結果を校正することは期待しない

・原則として電子テキストのみでは提供されない

https://web.archive.org/web/20230102143254/https://tei-c.org/extra/teiinlibraries/4.0.0/bptl-driver.html

（ ※ Wayback Machine にて閲覧）
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Best Practices for TEI in Libraries

◼ Level 3：簡単な整理を含むタグ付け

・人による編集が必要とされるが、テキストの論理構造と体裁に関するタグ付け（ページの表裏、テキストの区切り、

段落区切り、図、表など）を目的とするため、専門的な内容分析は行われない

・電子テキストのみでも独立可能

◼ Level 4：内容に関する基本的な分析を含むタグ付け

・テキストの外観（段落など）だけでなく、内容を記述するタグ（人名・地理情報・日付情報など）も付与される

◼ Level 5：学術的プロジェクトのためのタグ付け

・研究に活用するための、深く分析されたテキストを作成
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若手図書館員DH勉強会

http://dhlibrarianstudygroup.github.io/website/docs/about/

◼ DHに興味を持つ若手図書館員による私的な勉強会

• 鈴置 怜子 東京大学情報システム部 情報基盤課学術情報チーム デジタル・ライブラリ担当

• 西口 真梨奈 東京都立中央図書館 サービス部 情報サービス課 サービス計画担当

• 福嶋 彩乃 東京大学経済学図書館 図書運用担当

• 星合 耀子 国文学研究資料館 管理部 学術情報課 データ標準化推進係

• 村田 祐菜 国立国会図書館 電子情報部

• 吉村 雄太 国立国会図書館 利用者サービス部

◼ 読書会（2023年～）

• Arianne, H.,Laura, B and Liorah, G (Eds.): Digital Humanities in the Library: Challenges 

and Opportunities for Subject Specialists, Association of Research Libraries (2015).

• DHに関する論文を個々人で持ち寄り

若手図書館員DH勉強会 ＊DH : Digital Humanities
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若手図書館員DH勉強会 ＊DH : Digital Humanities

◼ TEIマークアップの実践（2024年～）

• VSCodeでマークアップするための環境設定

• GitHubでの共同編集

① 平家物語 百二十句本「扇の的」

• 京都府立京都学・歴彩館蔵：https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100171975/704

• 国立国会図書館蔵：https://dl.ndl.go.jp/pid/2546105/1/15

• 古典籍の書誌情報（メタデータ）

• 異同・人物名・地名のタグ付け

② 抽齋年譜

• 東京大学総合図書館蔵：

https://da.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/portal/assets/60d193c1-d814-42c3-90c0-a5caf5975e1a
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歴史のデータが世界をひらく』https://bungaku-report.com/blog/2019/03/chapter-8-text-encoding-initiative.html

◆ 永崎研宣、幾浦裕之、藤原静香「古典本文をWEBに載せる」『古典の再生』、文学通信、2024年
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◆ DARIAH（欧州人文学デジタル研究基盤）MOOC “Digital Scholarly Editions: Manuscripts, Texts and TEI 
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ご清聴ありがとうございました
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